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コミュニティデザインの手法を活用し、住民参加型で取り組む

共創-01 <共創を通じて学校を構想する>
共創-01-01_地域住民との対話

北海道中頓別町 人生100年の学びの場づくり | 中頓別町では、「３歳から15
歳が学べる幼小中一貫の学校にとどまらない、人生100年時代において子ど
もから大人まで学びつづけることができる学びの拠点」を目指し、構想・計
画の段階から住民参加型で検討を進めた。

地域でどんな教育をしたいかを、顔見知りの町民と議論
・中頓別町は、人口はコンパクト（約1,550人）で町民は顔見知りの間柄である一方、最寄り
の駅や総合病院に行くためには車で町外に出る必要がある。町内に小中学校は各１校で、各
学年１学級。

・中学校校舎の老朽化が課題となる中、単に建物の検討に終始するのではなく、町として幼児
期からの自然と英語を柱にした教育に取り組んできた流れを受け、地域でどんな教育を実現
したいかという根っこの部分から、町の学校（小学校、中学校）及び公共施設（町民セン
ター）の機能の在り方についての協議を進めることにした。

・町では、基本計画策定に向けて、コミュニティデザインの専門家を迎え、ヒアリング調査・
勉強会・ワークショップなど、各プロセスにおいて、様々な住民参加の機会をつくった。

大人が学ぶことを本気で楽しんでいる環境
・小学校と中学校を統合した義務教育学校の整備に伴い、生涯学習センターの中に学校を組み
込み、子どもたちの活動が地域社会に展開するような新しい時代の学びの場の計画づくりを
目的とした。地域の大人が学ぶことを本気で楽しんでいる環境の中に子どもたちをおき、と
もに学び続けられる場づくりを進めることを意図している。

・四方から子どもも大人も集まる場所が、自分の好きなことが見つかり、誰かと何かをやって
みる場になるよう、「学びの広場」と称して、本との対話ができる小空間や、人との対話や
交流ができるスペースを配置する計画としている。

・特別教室を「学びの広場」に面するように一体的に配置し、児童生徒と町民が日常的に共有
する空間とする予定。

新しい学校のイメージ図

コミュニティデザインとは
デザインの力を使って、地域の課題を地域に暮らす人たちが解決するよう支援すること。人が
つながる仕組み作りや担い手育成などの「見えないデザイン」から、その中で生じたプロセス
や成果を見える化する「見えるデザイン」まで多岐に渡る。

新しい学校の構成図

施設の設計についても地域住民と対話をしながら進めている

コミュニティデザインの手法を活用し、住民参加型で取り組む

共創-01 <共創を通じて学校を構想する>
共創-01-01_地域住民との対話

北海道中頓別町 人生100年の学びの場づくり | 中頓別町では、「３歳から15
歳が学べる幼小中一貫の学校にとどまらない、人生100年時代において子ど
もから大人まで学びつづけることができる学びの拠点」を目指し、構想・計
画の段階から住民参加型で検討を進めた。

地域でどんな教育をしたいかを、顔見知りの町民と議論
・中頓別町は、人口はコンパクト（約1,550人）で町民は顔見知りの間柄である一方、最寄り
の駅や総合病院に行くためには車で町外に出る必要がある。町内に小中学校は各１校で、各
学年１学級。

・中学校校舎の老朽化が課題となる中、単に建物の検討に終始するのではなく、町として幼児
期からの自然と英語を柱にした教育に取り組んできた流れを受け、地域でどんな教育を実現
したいかという根っこの部分から、町の学校（小学校、中学校）及び公共施設（町民セン
ター）の機能の在り方についての協議を進めることにした。

・町では、基本計画策定に向けて、コミュニティデザインの専門家を迎え、ヒアリング調査・
勉強会・ワークショップなど、各プロセスにおいて、様々な住民参加の機会をつくった。

大人が学ぶことを本気で楽しんでいる環境
・小学校と中学校を統合した義務教育学校の整備に伴い、生涯学習センターの中に学校を組み
込み、子どもたちの活動が地域社会に展開するような新しい時代の学びの場の計画づくりを
目的とした。地域の大人が学ぶことを本気で楽しんでいる環境の中に子どもたちをおき、と
もに学び続けられる場づくりを進めることを意図している。

・四方から子どもも大人も集まる場所が、自分の好きなことが見つかり、誰かと何かをやって
みる場になるよう、「学びの広場」と称して、本との対話ができる小空間や、人との対話や
交流ができるスペースを配置する計画としている。

・特別教室を「学びの広場」に面するように一体的に配置し、児童生徒と町民が日常的に共有
する空間とする予定。

新しい学校のイメージ図

コミュニティデザインとは
デザインの力を使って、地域の課題を地域に暮らす人たちが解決するよう支援すること。人が
つながる仕組み作りや担い手育成などの「見えないデザイン」から、その中で生じたプロセス
や成果を見える化する「見えるデザイン」まで多岐に渡る。

新しい学校の構成図

施設の設計についても地域住民と対話をしながら進めている
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コミュニティデザインの手法を活用し、住民参加型で取り組む

共創-01 <共創を通じて学校を構想する>
共創-01-01_地域住民との対話

北海道中頓別町 人生100年の学びの場づくり | 中頓別町では、「３歳から15
歳が学べる幼小中一貫の学校にとどまらない、人生100年時代において子ど
もから大人まで学びつづけることができる学びの拠点」を目指し、構想・計
画の段階から住民参加型で検討を進めた。

地域でどんな教育をしたいかを、顔見知りの町民と議論
・中頓別町は、人口はコンパクト（約1,550人）で町民は顔見知りの間柄である一方、最寄り
の駅や総合病院に行くためには車で町外に出る必要がある。町内に小中学校は各１校で、各
学年１学級。

・中学校校舎の老朽化が課題となる中、単に建物の検討に終始するのではなく、町として幼児
期からの自然と英語を柱にした教育に取り組んできた流れを受け、地域でどんな教育を実現
したいかという根っこの部分から、町の学校（小学校、中学校）及び公共施設（町民セン
ター）の機能の在り方についての協議を進めることにした。

・町では、基本計画策定に向けて、コミュニティデザインの専門家を迎え、ヒアリング調査・
勉強会・ワークショップなど、各プロセスにおいて、様々な住民参加の機会をつくった。

大人が学ぶことを本気で楽しんでいる環境
・小学校と中学校を統合した義務教育学校の整備に伴い、生涯学習センターの中に学校を組み
込み、子どもたちの活動が地域社会に展開するような新しい時代の学びの場の計画づくりを
目的とした。地域の大人が学ぶことを本気で楽しんでいる環境の中に子どもたちをおき、と
もに学び続けられる場づくりを進めることを意図している。

・四方から子どもも大人も集まる場所が、自分の好きなことが見つかり、誰かと何かをやって
みる場になるよう、「学びの広場」と称して、本との対話ができる小空間や、人との対話や
交流ができるスペースを配置する計画としている。

・特別教室を「学びの広場」に面するように一体的に配置し、児童生徒と町民が日常的に共有
する空間とする予定。

新しい学校のイメージ図

コミュニティデザインとは
デザインの力を使って、地域の課題を地域に暮らす人たちが解決するよう支援すること。人が
つながる仕組み作りや担い手育成などの「見えないデザイン」から、その中で生じたプロセス
や成果を見える化する「見えるデザイン」まで多岐に渡る。

新しい学校の構成図

施設の設計についても地域住民と対話をしながら進めている

コミュニティデザインの手法を活用し、住民参加型で取り組む

共創-01 <共創を通じて学校を構想する>
共創-01-01_地域住民との対話

北海道中頓別町 人生100年の学びの場づくり | 中頓別町では、「３歳から15
歳が学べる幼小中一貫の学校にとどまらない、人生100年時代において子ど
もから大人まで学びつづけることができる学びの拠点」を目指し、構想・計
画の段階から住民参加型で検討を進めた。

地域でどんな教育をしたいかを、顔見知りの町民と議論
・中頓別町は、人口はコンパクト（約1,550人）で町民は顔見知りの間柄である一方、最寄り
の駅や総合病院に行くためには車で町外に出る必要がある。町内に小中学校は各１校で、各
学年１学級。

・中学校校舎の老朽化が課題となる中、単に建物の検討に終始するのではなく、町として幼児
期からの自然と英語を柱にした教育に取り組んできた流れを受け、地域でどんな教育を実現
したいかという根っこの部分から、町の学校（小学校、中学校）及び公共施設（町民セン
ター）の機能の在り方についての協議を進めることにした。

・町では、基本計画策定に向けて、コミュニティデザインの専門家を迎え、ヒアリング調査・
勉強会・ワークショップなど、各プロセスにおいて、様々な住民参加の機会をつくった。

大人が学ぶことを本気で楽しんでいる環境
・小学校と中学校を統合した義務教育学校の整備に伴い、生涯学習センターの中に学校を組み
込み、子どもたちの活動が地域社会に展開するような新しい時代の学びの場の計画づくりを
目的とした。地域の大人が学ぶことを本気で楽しんでいる環境の中に子どもたちをおき、と
もに学び続けられる場づくりを進めることを意図している。

・四方から子どもも大人も集まる場所が、自分の好きなことが見つかり、誰かと何かをやって
みる場になるよう、「学びの広場」と称して、本との対話ができる小空間や、人との対話や
交流ができるスペースを配置する計画としている。

・特別教室を「学びの広場」に面するように一体的に配置し、児童生徒と町民が日常的に共有
する空間とする予定。

新しい学校のイメージ図

コミュニティデザインとは
デザインの力を使って、地域の課題を地域に暮らす人たちが解決するよう支援すること。人が
つながる仕組み作りや担い手育成などの「見えないデザイン」から、その中で生じたプロセス
や成果を見える化する「見えるデザイン」まで多岐に渡る。

新しい学校の構成図

施設の設計についても地域住民と対話をしながら進めている
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実現プロセス：
様々な形のワークショップを実施
・町では、コミュニティデザインの手法を活用して町民と協働して事業を推進するため、基本
計画～基本設計を検討する段階で、様々な形でのワークショップを実施した。

・学校が完成した時に、町民が違和感無くその場で活動ができるように、設計や工事をやって
いる間もワークショップを続けていく。子どもも大人も含めて、様々なチーム（映画チーム、
手芸チーム、食チーム、カフェチーム、進路・町営塾チーム）を作って、開校後の活動につ
いても仕組みを作り上げていっている。

・また、地域の大人たちのチーム活動と子どもたちの活動をつなぎ、放課後の選択肢を豊かに
することも目指している。

コミュニティデザインの手法を活用し、住民参加型で取り組む
北海道中頓別町 人生100年の学びの場づくり | 中頓別町では、「３歳から15
歳が学べる幼小中一貫の学校にとどまらない、人生100年時代において子ど
もから大人まで学びつづけることができる学びの拠点」を目指し、構想・計
画の段階から住民参加型で検討を進めた。

理想の放課後のイラストと地域のチーム活動の様子

共創-01 <共創を通じて学校を構想する>
共創-01-01_地域住民との対話

🔗🔗🔗🔗文部科学省：委託事業「新しい時代の学びの環境整備先導的開発事業」について
https://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/seibi/1372577_00001.htm

実現プロセス：
様々な形のワークショップを実施
・町では、コミュニティデザインの手法を活用して町民と協働して事業を推進するため、基本
計画～基本設計を検討する段階で、様々な形でのワークショップを実施した。

・学校が完成した時に、町民が違和感無くその場で活動ができるように、設計や工事をやって
いる間もワークショップを続けていく。子どもも大人も含めて、様々なチーム（映画チーム、
手芸チーム、食チーム、カフェチーム、進路・町営塾チーム）を作って、開校後の活動につ
いても仕組みを作り上げていっている。

・また、地域の大人たちのチーム活動と子どもたちの活動をつなぎ、放課後の選択肢を豊かに
することも目指している。

コミュニティデザインの手法を活用し、住民参加型で取り組む
北海道中頓別町 人生100年の学びの場づくり | 中頓別町では、「３歳から15
歳が学べる幼小中一貫の学校にとどまらない、人生100年時代において子ど
もから大人まで学びつづけることができる学びの拠点」を目指し、構想・計
画の段階から住民参加型で検討を進めた。

理想の放課後のイラストと地域のチーム活動の様子

共創-01 <共創を通じて学校を構想する>
共創-01-01_地域住民との対話

🔗🔗🔗🔗文部科学省：委託事業「新しい時代の学びの環境整備先導的開発事業」について
https://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/seibi/1372577_00001.htm
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実現プロセス：
様々な形のワークショップを実施
・町では、コミュニティデザインの手法を活用して町民と協働して事業を推進するため、基本
計画～基本設計を検討する段階で、様々な形でのワークショップを実施した。

・学校が完成した時に、町民が違和感無くその場で活動ができるように、設計や工事をやって
いる間もワークショップを続けていく。子どもも大人も含めて、様々なチーム（映画チーム、
手芸チーム、食チーム、カフェチーム、進路・町営塾チーム）を作って、開校後の活動につ
いても仕組みを作り上げていっている。

・また、地域の大人たちのチーム活動と子どもたちの活動をつなぎ、放課後の選択肢を豊かに
することも目指している。

コミュニティデザインの手法を活用し、住民参加型で取り組む
北海道中頓別町 人生100年の学びの場づくり | 中頓別町では、「３歳から15
歳が学べる幼小中一貫の学校にとどまらない、人生100年時代において子ど
もから大人まで学びつづけることができる学びの拠点」を目指し、構想・計
画の段階から住民参加型で検討を進めた。

理想の放課後のイラストと地域のチーム活動の様子

共創-01 <共創を通じて学校を構想する>
共創-01-01_地域住民との対話

🔗🔗🔗🔗文部科学省：委託事業「新しい時代の学びの環境整備先導的開発事業」について
https://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/seibi/1372577_00001.htm

実現プロセス：
様々な形のワークショップを実施
・町では、コミュニティデザインの手法を活用して町民と協働して事業を推進するため、基本
計画～基本設計を検討する段階で、様々な形でのワークショップを実施した。

・学校が完成した時に、町民が違和感無くその場で活動ができるように、設計や工事をやって
いる間もワークショップを続けていく。子どもも大人も含めて、様々なチーム（映画チーム、
手芸チーム、食チーム、カフェチーム、進路・町営塾チーム）を作って、開校後の活動につ
いても仕組みを作り上げていっている。

・また、地域の大人たちのチーム活動と子どもたちの活動をつなぎ、放課後の選択肢を豊かに
することも目指している。

コミュニティデザインの手法を活用し、住民参加型で取り組む
北海道中頓別町 人生100年の学びの場づくり | 中頓別町では、「３歳から15
歳が学べる幼小中一貫の学校にとどまらない、人生100年時代において子ど
もから大人まで学びつづけることができる学びの拠点」を目指し、構想・計
画の段階から住民参加型で検討を進めた。

理想の放課後のイラストと地域のチーム活動の様子

共創-01 <共創を通じて学校を構想する>
共創-01-01_地域住民との対話

🔗🔗🔗🔗文部科学省：委託事業「新しい時代の学びの環境整備先導的開発事業」について
https://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/seibi/1372577_00001.htm
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共創-02 <自分たちで、教室を変える>
共創-02-03_子どもたちとの対話

「わくわくルーム」のリニューアル
神奈川県横浜市立日枝小学校 |「わくわくルーム」を子どもたちとのワーク
ショップを通して、不登校傾向のある子どもたちの学びや成⾧をサポートす
るための空間リフォームを行った。

実現プロセス：
みんなが居心地の良い空間をつくろう
・日枝小学校では、教職員自ら職員室をリニューアルした経験を踏まえて、子どもたちが過ごす空
間についてもリニューアルの余地がないか、事務職員が中心となって検討した。

・「わくわくルーム」は教職員が工夫を凝らして子どもたちのための空間を試行錯誤してきたが、
より子どもたちが満足する空間となるよう、そして子どもたちが自己の状況に応じて学び方を選
び、学び方を学ぶような仕組みが必要であった。

・そこで、子どもたちに主体的に空間を創り出す経験をしてもらおうと、みんなが居心地の良い空
間を目指して「わくわくルーム」のリニューアルに取り組んだ。

子どもたちによる試行錯誤
・子どもたち・教職員を中心として、大学教員やファシリテーター等が伴走しながら考えを深めた。
・子どもたちを中心に、このプロジェクトを通じて安心安全な空間づくりについて話し合い、「わ
くわくルーム」の中で、どのような空間やゾーニングをすべきかを決めていった。

・子どもたちが主体的に予算管理を行い、カタログを比較しながらカームダウンハウスや吸音パー
テーションなどの物品購入について検討し、関係者に了解を取りながら、子どもたち同士を尊重
しながら試行錯誤することができた。

・完成後も、子どもたちがレイアウトを変更したい時に変更している。

＜活動実績／全体スケジュール＞
１か月目：
児童が、担任と学校事務職員から説明を受ける

２か月目：
子ども会議キックオフ
・ファシリテーターの進行のもと、黒板やホワイトボードを用いて、話し合いを進めた。
・大切にしたいことは「暗い-静か-わくわく」で一致し、「リラック間」をつくることに
なった。

・テントを張った空間を作った。
・みんなでカタログをたくさん見比べて、カームダウンハウスを注文した。

３か月目：
注文したものを設置
・カームダウンハウスが到着し、空間配置について試行錯誤した。
アドバイザーにオンライン相談
・専門家の話を聞いてみよう
レイアウト再構築と物品選定加速化
・〆切を意識しながら見通しをもって構想し、物品選定を進めた。
・吸音パーテーションで囲まれた学習スペース、プレースペースを設定した。

４か月目：
改造計画報告動画の撮影と振り返り
・記録動画を作成した
他の教室へ波及

ゾーニングを意識しながらレイアウトの再構築
と物品選定に取り組む様子（３か月目）

みんなでカタログを見比べて選んだ
カームダウンハウスをレイアウト

まずはテントを張った空間で
暗い空間をつくった

ホワイトボードにみんなの意見を書き、
大切にしたいことは「暗い-静か-わくわく」で一致した

「わくわくルーム」は、教室に入りづらい子どもたちが、パワーをためて教室に行く準備をする部
屋。その部屋全体を、子どもたちが主体的になって、話し合いを行い、ゾーニングやレイアウトを
考え、予算管理をしながら家具を選定し、自分たちに適した空間を創造した。

🔗🔗CO-SHA Platform（コーシャプラットフォーム）第３回ミートアップイベント
https://youtu.be/zQXHEtAD9Fw?t=3698&feature=shared

他の教室に波及した
協働的な学びのスペース

他の教室への波及
・このプロジェクトを見ていた隣の教室からも、「わ
くわくルームみたいなリラックスできる空間が私た
ちの教室にも欲しい」との声があがり、総合的な学
習の時間に、活動の会議を開いていった。協働的な
学習の場所としてスペースができあがり、子どもた
ちが使い始めている。

共創-02 <自分たちで、教室を変える>
共創-02-03_子どもたちとの対話

「わくわくルーム」のリニューアル
神奈川県横浜市立日枝小学校 |「わくわくルーム」を子どもたちとのワーク
ショップを通して、不登校傾向のある子どもたちの学びや成⾧をサポートす
るための空間リフォームを行った。

実現プロセス：
みんなが居心地の良い空間をつくろう
・日枝小学校では、教職員自ら職員室をリニューアルした経験を踏まえて、子どもたちが過ごす空
間についてもリニューアルの余地がないか、事務職員が中心となって検討した。

・「わくわくルーム」は教職員が工夫を凝らして子どもたちのための空間を試行錯誤してきたが、
より子どもたちが満足する空間となるよう、そして子どもたちが自己の状況に応じて学び方を選
び、学び方を学ぶような仕組みが必要であった。

・そこで、子どもたちに主体的に空間を創り出す経験をしてもらおうと、みんなが居心地の良い空
間を目指して「わくわくルーム」のリニューアルに取り組んだ。

子どもたちによる試行錯誤
・子どもたち・教職員を中心として、大学教員やファシリテーター等が伴走しながら考えを深めた。
・子どもたちを中心に、このプロジェクトを通じて安心安全な空間づくりについて話し合い、「わ
くわくルーム」の中で、どのような空間やゾーニングをすべきかを決めていった。

・子どもたちが主体的に予算管理を行い、カタログを比較しながらカームダウンハウスや吸音パー
テーションなどの物品購入について検討し、関係者に了解を取りながら、子どもたち同士を尊重
しながら試行錯誤することができた。

・完成後も、子どもたちがレイアウトを変更したい時に変更している。

＜活動実績／全体スケジュール＞
１か月目：
児童が、担任と学校事務職員から説明を受ける

２か月目：
子ども会議キックオフ
・ファシリテーターの進行のもと、黒板やホワイトボードを用いて、話し合いを進めた。
・大切にしたいことは「暗い-静か-わくわく」で一致し、「リラック間」をつくることに
なった。

・テントを張った空間を作った。
・みんなでカタログをたくさん見比べて、カームダウンハウスを注文した。

３か月目：
注文したものを設置
・カームダウンハウスが到着し、空間配置について試行錯誤した。
アドバイザーにオンライン相談
・専門家の話を聞いてみよう
レイアウト再構築と物品選定加速化
・〆切を意識しながら見通しをもって構想し、物品選定を進めた。
・吸音パーテーションで囲まれた学習スペース、プレースペースを設定した。

４か月目：
改造計画報告動画の撮影と振り返り
・記録動画を作成した
他の教室へ波及

ゾーニングを意識しながらレイアウトの再構築
と物品選定に取り組む様子（３か月目）

みんなでカタログを見比べて選んだ
カームダウンハウスをレイアウト

まずはテントを張った空間で
暗い空間をつくった

ホワイトボードにみんなの意見を書き、
大切にしたいことは「暗い-静か-わくわく」で一致した

「わくわくルーム」は、教室に入りづらい子どもたちが、パワーをためて教室に行く準備をする部
屋。その部屋全体を、子どもたちが主体的になって、話し合いを行い、ゾーニングやレイアウトを
考え、予算管理をしながら家具を選定し、自分たちに適した空間を創造した。

🔗🔗CO-SHA Platform（コーシャプラットフォーム）第３回ミートアップイベント
https://youtu.be/zQXHEtAD9Fw?t=3698&feature=shared

他の教室に波及した
協働的な学びのスペース

他の教室への波及
・このプロジェクトを見ていた隣の教室からも、「わ
くわくルームみたいなリラックスできる空間が私た
ちの教室にも欲しい」との声があがり、総合的な学
習の時間に、活動の会議を開いていった。協働的な
学習の場所としてスペースができあがり、子どもた
ちが使い始めている。
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共創-02 <自分たちで、教室を変える>
共創-02-03_子どもたちとの対話

「わくわくルーム」のリニューアル
神奈川県横浜市立日枝小学校 |「わくわくルーム」を子どもたちとのワーク
ショップを通して、不登校傾向のある子どもたちの学びや成⾧をサポートす
るための空間リフォームを行った。

実現プロセス：
みんなが居心地の良い空間をつくろう
・日枝小学校では、教職員自ら職員室をリニューアルした経験を踏まえて、子どもたちが過ごす空
間についてもリニューアルの余地がないか、事務職員が中心となって検討した。

・「わくわくルーム」は教職員が工夫を凝らして子どもたちのための空間を試行錯誤してきたが、
より子どもたちが満足する空間となるよう、そして子どもたちが自己の状況に応じて学び方を選
び、学び方を学ぶような仕組みが必要であった。

・そこで、子どもたちに主体的に空間を創り出す経験をしてもらおうと、みんなが居心地の良い空
間を目指して「わくわくルーム」のリニューアルに取り組んだ。

子どもたちによる試行錯誤
・子どもたち・教職員を中心として、大学教員やファシリテーター等が伴走しながら考えを深めた。
・子どもたちを中心に、このプロジェクトを通じて安心安全な空間づくりについて話し合い、「わ
くわくルーム」の中で、どのような空間やゾーニングをすべきかを決めていった。

・子どもたちが主体的に予算管理を行い、カタログを比較しながらカームダウンハウスや吸音パー
テーションなどの物品購入について検討し、関係者に了解を取りながら、子どもたち同士を尊重
しながら試行錯誤することができた。

・完成後も、子どもたちがレイアウトを変更したい時に変更している。

＜活動実績／全体スケジュール＞
１か月目：
児童が、担任と学校事務職員から説明を受ける

２か月目：
子ども会議キックオフ
・ファシリテーターの進行のもと、黒板やホワイトボードを用いて、話し合いを進めた。
・大切にしたいことは「暗い-静か-わくわく」で一致し、「リラック間」をつくることに
なった。

・テントを張った空間を作った。
・みんなでカタログをたくさん見比べて、カームダウンハウスを注文した。

３か月目：
注文したものを設置
・カームダウンハウスが到着し、空間配置について試行錯誤した。
アドバイザーにオンライン相談
・専門家の話を聞いてみよう
レイアウト再構築と物品選定加速化
・〆切を意識しながら見通しをもって構想し、物品選定を進めた。
・吸音パーテーションで囲まれた学習スペース、プレースペースを設定した。

４か月目：
改造計画報告動画の撮影と振り返り
・記録動画を作成した
他の教室へ波及

ゾーニングを意識しながらレイアウトの再構築
と物品選定に取り組む様子（３か月目）

みんなでカタログを見比べて選んだ
カームダウンハウスをレイアウト

まずはテントを張った空間で
暗い空間をつくった

ホワイトボードにみんなの意見を書き、
大切にしたいことは「暗い-静か-わくわく」で一致した

「わくわくルーム」は、教室に入りづらい子どもたちが、パワーをためて教室に行く準備をする部
屋。その部屋全体を、子どもたちが主体的になって、話し合いを行い、ゾーニングやレイアウトを
考え、予算管理をしながら家具を選定し、自分たちに適した空間を創造した。

🔗🔗CO-SHA Platform（コーシャプラットフォーム）第３回ミートアップイベント
https://youtu.be/zQXHEtAD9Fw?t=3698&feature=shared

他の教室に波及した
協働的な学びのスペース

他の教室への波及
・このプロジェクトを見ていた隣の教室からも、「わ
くわくルームみたいなリラックスできる空間が私た
ちの教室にも欲しい」との声があがり、総合的な学
習の時間に、活動の会議を開いていった。協働的な
学習の場所としてスペースができあがり、子どもた
ちが使い始めている。

共創-02 <自分たちで、教室を変える>
共創-02-03_子どもたちとの対話

「わくわくルーム」のリニューアル
神奈川県横浜市立日枝小学校 |「わくわくルーム」を子どもたちとのワーク
ショップを通して、不登校傾向のある子どもたちの学びや成⾧をサポートす
るための空間リフォームを行った。

実現プロセス：
みんなが居心地の良い空間をつくろう
・日枝小学校では、教職員自ら職員室をリニューアルした経験を踏まえて、子どもたちが過ごす空
間についてもリニューアルの余地がないか、事務職員が中心となって検討した。

・「わくわくルーム」は教職員が工夫を凝らして子どもたちのための空間を試行錯誤してきたが、
より子どもたちが満足する空間となるよう、そして子どもたちが自己の状況に応じて学び方を選
び、学び方を学ぶような仕組みが必要であった。

・そこで、子どもたちに主体的に空間を創り出す経験をしてもらおうと、みんなが居心地の良い空
間を目指して「わくわくルーム」のリニューアルに取り組んだ。

子どもたちによる試行錯誤
・子どもたち・教職員を中心として、大学教員やファシリテーター等が伴走しながら考えを深めた。
・子どもたちを中心に、このプロジェクトを通じて安心安全な空間づくりについて話し合い、「わ
くわくルーム」の中で、どのような空間やゾーニングをすべきかを決めていった。

・子どもたちが主体的に予算管理を行い、カタログを比較しながらカームダウンハウスや吸音パー
テーションなどの物品購入について検討し、関係者に了解を取りながら、子どもたち同士を尊重
しながら試行錯誤することができた。

・完成後も、子どもたちがレイアウトを変更したい時に変更している。

＜活動実績／全体スケジュール＞
１か月目：
児童が、担任と学校事務職員から説明を受ける

２か月目：
子ども会議キックオフ
・ファシリテーターの進行のもと、黒板やホワイトボードを用いて、話し合いを進めた。
・大切にしたいことは「暗い-静か-わくわく」で一致し、「リラック間」をつくることに
なった。

・テントを張った空間を作った。
・みんなでカタログをたくさん見比べて、カームダウンハウスを注文した。

３か月目：
注文したものを設置
・カームダウンハウスが到着し、空間配置について試行錯誤した。
アドバイザーにオンライン相談
・専門家の話を聞いてみよう
レイアウト再構築と物品選定加速化
・〆切を意識しながら見通しをもって構想し、物品選定を進めた。
・吸音パーテーションで囲まれた学習スペース、プレースペースを設定した。

４か月目：
改造計画報告動画の撮影と振り返り
・記録動画を作成した
他の教室へ波及

ゾーニングを意識しながらレイアウトの再構築
と物品選定に取り組む様子（３か月目）

みんなでカタログを見比べて選んだ
カームダウンハウスをレイアウト

まずはテントを張った空間で
暗い空間をつくった

ホワイトボードにみんなの意見を書き、
大切にしたいことは「暗い-静か-わくわく」で一致した

「わくわくルーム」は、教室に入りづらい子どもたちが、パワーをためて教室に行く準備をする部
屋。その部屋全体を、子どもたちが主体的になって、話し合いを行い、ゾーニングやレイアウトを
考え、予算管理をしながら家具を選定し、自分たちに適した空間を創造した。

🔗🔗CO-SHA Platform（コーシャプラットフォーム）第３回ミートアップイベント
https://youtu.be/zQXHEtAD9Fw?t=3698&feature=shared

他の教室に波及した
協働的な学びのスペース

他の教室への波及
・このプロジェクトを見ていた隣の教室からも、「わ
くわくルームみたいなリラックスできる空間が私た
ちの教室にも欲しい」との声があがり、総合的な学
習の時間に、活動の会議を開いていった。協働的な
学習の場所としてスペースができあがり、子どもた
ちが使い始めている。
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大規模改修時に地域開放エリアを再編

共創-03 <学校は、地域や社会との共創の場になる>
共創-03-01_コミュニティ・スクールの拠点になる場

大規模改修の内部ゾーニングの変更のコンセプト

千葉県柏市立土小学校 | 既存校舎の⾧寿命化改修に当たり、施設の目指すべ
き姿の一つとして「地域とともにある学校づくり」を設定。地域の方々が利
用する諸室を集約した地域開放エリア「地域交流棟」を整備（改修）した。

多目的室で開催されたおかねの仕組み教室
（スクール形式）

多目的室で開催されたマッサージ教室
（グループごとの形式）

独立棟を「地域交流棟」と位置づけ、「地域サロン」・「多目的室」・「PTA室」等が配置され、
平日だけでなく休日も地域の方々が入ることができる。普通教室棟・特別教室棟との間には、児童
と地域との交流スペースにもなる「土っ子デッキ」を設けている。

実現プロセス：
過去に増築を繰り返した校舎内のエリアを整理
・学校は2023年（令和５年）で開校125年。地域住民が学校の活動に対して協力的で、学習活動や
学校行事の支援、環境整備などを担っている。 2022年（令和４年）にコミュニティ・スクール
を導入。

・施設の教育環境の向上と老朽化対策を一体的に進めるため、市の改修モデルとなるように、教職
員、保護者、地域住民が参画したワークショップを複数回開催した。

・過去に校舎の増築を繰り返し、諸室の配置や動線について教育面での関連性が希薄な状態であっ
たことから、普通教室エリア、特別教室エリア、管理諸室エリア、地域開放エリアの４つのエリ
アに整理した。

「地域交流棟」に地域住民の活動場所を集約
・休日を含む地域交流団体の充実した活動と学校のセキュリティを両立させるため、管理諸室や普
通教室のエリアから独立した「地域交流棟」に地域関連諸室を集約。さらに、地域による利用が
多く見込まれる諸室を１階に配置。

・地域交流棟１階にある「多目的室」は、教育活動だけでなく、地域の方々による様々な活動にも
対応できるよう、２教室分の広さを確保し、机・椅子などは可動式のものを配置。

・普通教室棟と地域交流棟の間に図書室等の特別教室を配置し、特別教室を地域と共有することも
視野に入れている。

地域を教材とした学びを実践
・地域の代表、地域の幼稚園園⾧、地元企業、キャリアコンサルタント、PTA代表、学校支援コー
ディネーターが集まる学校運営協議会は、「地域交流棟」の多目的室が会場となる。話し合った
内容を基に、学校運営協議会委員が中心となって、地域を教材とした教育課程づくりを進めてい
る。

・総合的な学習の時間には、児童が、ふるさと資料室（「地域交流棟」３階）にある「昔の道具」
について地域住民から教わるとともに、学んだことを地域の方や他の地域の方にも紹介する機会
を設定し、児童の意欲や伝える力の向上が図られている。

・平日の短縮日課の期間には、地域住民や保護者による体験教室が開催されている。「おかねの仕
組み教室」ではスクール形式、「マッサージ教室」では講師を囲うように座るなど、２教室分の
広さと机・椅子が可動式であることを生かして、様々な活動が展開されている。

・地域開放を目的に掲げたエリアが校内にあることで、教職員や児童の間に、普段から地域住民と
ともに教育活動を進めていく意識が醸成されている。

・地域にとっても、ウォーキングイベントのコースに学校が加えられるなど、地域の誇りや魅力の
再発見につながっている。🔗🔗「学校施設の教育環境向上を図る改修等に関する課題解決事例集」

（令和５年５月、既存学校施設改修等の技術的課題検討会）
https://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/seibi/1372577_00003.htm

地域交流棟

🔗🔗学び-05-01_柔軟な学びの場と居心地よい読書空間の両立
屋外デッキに面した図書室は、子どもたちの居場所

大規模改修時に地域開放エリアを再編

共創-03 <学校は、地域や社会との共創の場になる>
共創-03-01_コミュニティ・スクールの拠点になる場

大規模改修の内部ゾーニングの変更のコンセプト

千葉県柏市立土小学校 | 既存校舎の⾧寿命化改修に当たり、施設の目指すべ
き姿の一つとして「地域とともにある学校づくり」を設定。地域の方々が利
用する諸室を集約した地域開放エリア「地域交流棟」を整備（改修）した。

多目的室で開催されたおかねの仕組み教室
（スクール形式）

多目的室で開催されたマッサージ教室
（グループごとの形式）

独立棟を「地域交流棟」と位置づけ、「地域サロン」・「多目的室」・「PTA室」等が配置され、
平日だけでなく休日も地域の方々が入ることができる。普通教室棟・特別教室棟との間には、児童
と地域との交流スペースにもなる「土っ子デッキ」を設けている。

実現プロセス：
過去に増築を繰り返した校舎内のエリアを整理
・学校は2023年（令和５年）で開校125年。地域住民が学校の活動に対して協力的で、学習活動や
学校行事の支援、環境整備などを担っている。 2022年（令和４年）にコミュニティ・スクール
を導入。

・施設の教育環境の向上と老朽化対策を一体的に進めるため、市の改修モデルとなるように、教職
員、保護者、地域住民が参画したワークショップを複数回開催した。

・過去に校舎の増築を繰り返し、諸室の配置や動線について教育面での関連性が希薄な状態であっ
たことから、普通教室エリア、特別教室エリア、管理諸室エリア、地域開放エリアの４つのエリ
アに整理した。

「地域交流棟」に地域住民の活動場所を集約
・休日を含む地域交流団体の充実した活動と学校のセキュリティを両立させるため、管理諸室や普
通教室のエリアから独立した「地域交流棟」に地域関連諸室を集約。さらに、地域による利用が
多く見込まれる諸室を１階に配置。

・地域交流棟１階にある「多目的室」は、教育活動だけでなく、地域の方々による様々な活動にも
対応できるよう、２教室分の広さを確保し、机・椅子などは可動式のものを配置。

・普通教室棟と地域交流棟の間に図書室等の特別教室を配置し、特別教室を地域と共有することも
視野に入れている。

地域を教材とした学びを実践
・地域の代表、地域の幼稚園園⾧、地元企業、キャリアコンサルタント、PTA代表、学校支援コー
ディネーターが集まる学校運営協議会は、「地域交流棟」の多目的室が会場となる。話し合った
内容を基に、学校運営協議会委員が中心となって、地域を教材とした教育課程づくりを進めてい
る。

・総合的な学習の時間には、児童が、ふるさと資料室（「地域交流棟」３階）にある「昔の道具」
について地域住民から教わるとともに、学んだことを地域の方や他の地域の方にも紹介する機会
を設定し、児童の意欲や伝える力の向上が図られている。

・平日の短縮日課の期間には、地域住民や保護者による体験教室が開催されている。「おかねの仕
組み教室」ではスクール形式、「マッサージ教室」では講師を囲うように座るなど、２教室分の
広さと机・椅子が可動式であることを生かして、様々な活動が展開されている。

・地域開放を目的に掲げたエリアが校内にあることで、教職員や児童の間に、普段から地域住民と
ともに教育活動を進めていく意識が醸成されている。

・地域にとっても、ウォーキングイベントのコースに学校が加えられるなど、地域の誇りや魅力の
再発見につながっている。🔗🔗「学校施設の教育環境向上を図る改修等に関する課題解決事例集」

（令和５年５月、既存学校施設改修等の技術的課題検討会）
https://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/seibi/1372577_00003.htm

地域交流棟

🔗🔗学び-05-01_柔軟な学びの場と居心地よい読書空間の両立
屋外デッキに面した図書室は、子どもたちの居場所

41



岐阜県岐阜市立草潤中学校 | 生徒がその日の時間割に応じて選択した居場所
を掲示板上に表示しておくことで、校内に用意した多様な居場所を安心して
活用する。

生徒が自分で居場所を知らせる「イマここボード」

「イマここボード」にマグネットのネームプレートを張り付け、生徒が自分の居場所を記す

・各教室で行われる授業にはオンラインで参加することが可能で、自宅での学習を中心にした
り、登校を中心としたりするなど、登校のスタイルは生徒自身で選択している。一方で、誰
がどこにいるのか把握が難しくなり、安全面で問題が出てきてしまうことも予想されるため、
「イマここボード」を導入した。

多様な居場所の選択肢
・生徒は、「イマここボード」にマグネットのネームプレートを張り付け、自分の居場所を記
しておく。登校したら、「自宅」にある自分のネームプレートを「時間割の教室で授業に参
加」もしくは、校内の教室以外の場所へ移動させる。

その日の授業ごとに校内外の選択肢から生徒が授業を受ける場所を決め、廊下に設けられた
「イマここボード」に自分のネームプレートを張り、教職員や他の生徒に居場所を知らせてい
る。

実現プロセス：
学びの多様化学校（いわゆる不登校特例校）として開校
・草潤中学校は、築40年の元小学校校舎（RC造４階建て）を改修して、学びの多様化学校
（いわゆる不登校特例校）として、2021年度（令和３年度）に開校した。全校生徒は40名
（2023年度（令和５年度））。

・校内には、既存の学校用の机や椅子等の代わりにオフィス用の家具を多く取り入れた普通教
室の他、一人学習用のブース、他の生徒と一緒にソファでくつろげる空間、リラックスしや
すい配慮がされた図書室等、授業中にも利用可能な居場所の選択肢を用意している。

Eラーニングルーム

ブースで区画されている一人用のスペース
がある。

図書室

リラックスして本を読めるクッションやハ
ンモック、他人の目を気にしなくてもよい
テントやハイバックのソファもある空間。

🔗🔗生活-01-02_一人にもなれる場所
図書室のテント

普通教室

２種類の生徒机や、パーテーションにもな
る可動式のミニホワイトボードなどを配置。
典型的な学校の普通教室から受ける印象に
近づけないために、オフィスのデザイン等
も参考にしながら家具を選定した。

生活-01 ＜心持ちにフィットする、学び心地・居心地の良い場所＞
生活-01-01_過ごしたい場所を選べる

岐阜県岐阜市立草潤中学校 | 生徒がその日の時間割に応じて選択した居場所
を掲示板上に表示しておくことで、校内に用意した多様な居場所を安心して
活用する。

生徒が自分で居場所を知らせる「イマここボード」

「イマここボード」にマグネットのネームプレートを張り付け、生徒が自分の居場所を記す

・各教室で行われる授業にはオンラインで参加することが可能で、自宅での学習を中心にした
り、登校を中心としたりするなど、登校のスタイルは生徒自身で選択している。一方で、誰
がどこにいるのか把握が難しくなり、安全面で問題が出てきてしまうことも予想されるため、
「イマここボード」を導入した。

多様な居場所の選択肢
・生徒は、「イマここボード」にマグネットのネームプレートを張り付け、自分の居場所を記
しておく。登校したら、「自宅」にある自分のネームプレートを「時間割の教室で授業に参
加」もしくは、校内の教室以外の場所へ移動させる。

その日の授業ごとに校内外の選択肢から生徒が授業を受ける場所を決め、廊下に設けられた
「イマここボード」に自分のネームプレートを張り、教職員や他の生徒に居場所を知らせてい
る。

実現プロセス：
学びの多様化学校（いわゆる不登校特例校）として開校
・草潤中学校は、築40年の元小学校校舎（RC造４階建て）を改修して、学びの多様化学校
（いわゆる不登校特例校）として、2021年度（令和３年度）に開校した。全校生徒は40名
（2023年度（令和５年度））。

・校内には、既存の学校用の机や椅子等の代わりにオフィス用の家具を多く取り入れた普通教
室の他、一人学習用のブース、他の生徒と一緒にソファでくつろげる空間、リラックスしや
すい配慮がされた図書室等、授業中にも利用可能な居場所の選択肢を用意している。

Eラーニングルーム

ブースで区画されている一人用のスペース
がある。

図書室

リラックスして本を読めるクッションやハ
ンモック、他人の目を気にしなくてもよい
テントやハイバックのソファもある空間。

🔗🔗生活-01-02_一人にもなれる場所
図書室のテント

普通教室

２種類の生徒机や、パーテーションにもな
る可動式のミニホワイトボードなどを配置。
典型的な学校の普通教室から受ける印象に
近づけないために、オフィスのデザイン等
も参考にしながら家具を選定した。

生活-01 ＜心持ちにフィットする、学び心地・居心地の良い場所＞
生活-01-01_過ごしたい場所を選べる
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岐阜県岐阜市立草潤中学校 | 生徒がその日の時間割に応じて選択した居場所
を掲示板上に表示しておくことで、校内に用意した多様な居場所を安心して
活用する。

生徒が自分で居場所を知らせる「イマここボード」

「イマここボード」にマグネットのネームプレートを張り付け、生徒が自分の居場所を記す

・各教室で行われる授業にはオンラインで参加することが可能で、自宅での学習を中心にした
り、登校を中心としたりするなど、登校のスタイルは生徒自身で選択している。一方で、誰
がどこにいるのか把握が難しくなり、安全面で問題が出てきてしまうことも予想されるため、
「イマここボード」を導入した。

多様な居場所の選択肢
・生徒は、「イマここボード」にマグネットのネームプレートを張り付け、自分の居場所を記
しておく。登校したら、「自宅」にある自分のネームプレートを「時間割の教室で授業に参
加」もしくは、校内の教室以外の場所へ移動させる。

その日の授業ごとに校内外の選択肢から生徒が授業を受ける場所を決め、廊下に設けられた
「イマここボード」に自分のネームプレートを張り、教職員や他の生徒に居場所を知らせてい
る。

実現プロセス：
学びの多様化学校（いわゆる不登校特例校）として開校
・草潤中学校は、築40年の元小学校校舎（RC造４階建て）を改修して、学びの多様化学校
（いわゆる不登校特例校）として、2021年度（令和３年度）に開校した。全校生徒は40名
（2023年度（令和５年度））。

・校内には、既存の学校用の机や椅子等の代わりにオフィス用の家具を多く取り入れた普通教
室の他、一人学習用のブース、他の生徒と一緒にソファでくつろげる空間、リラックスしや
すい配慮がされた図書室等、授業中にも利用可能な居場所の選択肢を用意している。

Eラーニングルーム

ブースで区画されている一人用のスペース
がある。

図書室

リラックスして本を読めるクッションやハ
ンモック、他人の目を気にしなくてもよい
テントやハイバックのソファもある空間。

🔗🔗生活-01-02_一人にもなれる場所
図書室のテント

普通教室

２種類の生徒机や、パーテーションにもな
る可動式のミニホワイトボードなどを配置。
典型的な学校の普通教室から受ける印象に
近づけないために、オフィスのデザイン等
も参考にしながら家具を選定した。

生活-01 ＜心持ちにフィットする、学び心地・居心地の良い場所＞
生活-01-01_過ごしたい場所を選べる

岐阜県岐阜市立草潤中学校 | 生徒がその日の時間割に応じて選択した居場所
を掲示板上に表示しておくことで、校内に用意した多様な居場所を安心して
活用する。

生徒が自分で居場所を知らせる「イマここボード」

「イマここボード」にマグネットのネームプレートを張り付け、生徒が自分の居場所を記す

・各教室で行われる授業にはオンラインで参加することが可能で、自宅での学習を中心にした
り、登校を中心としたりするなど、登校のスタイルは生徒自身で選択している。一方で、誰
がどこにいるのか把握が難しくなり、安全面で問題が出てきてしまうことも予想されるため、
「イマここボード」を導入した。

多様な居場所の選択肢
・生徒は、「イマここボード」にマグネットのネームプレートを張り付け、自分の居場所を記
しておく。登校したら、「自宅」にある自分のネームプレートを「時間割の教室で授業に参
加」もしくは、校内の教室以外の場所へ移動させる。

その日の授業ごとに校内外の選択肢から生徒が授業を受ける場所を決め、廊下に設けられた
「イマここボード」に自分のネームプレートを張り、教職員や他の生徒に居場所を知らせてい
る。

実現プロセス：
学びの多様化学校（いわゆる不登校特例校）として開校
・草潤中学校は、築40年の元小学校校舎（RC造４階建て）を改修して、学びの多様化学校
（いわゆる不登校特例校）として、2021年度（令和３年度）に開校した。全校生徒は40名
（2023年度（令和５年度））。

・校内には、既存の学校用の机や椅子等の代わりにオフィス用の家具を多く取り入れた普通教
室の他、一人学習用のブース、他の生徒と一緒にソファでくつろげる空間、リラックスしや
すい配慮がされた図書室等、授業中にも利用可能な居場所の選択肢を用意している。

Eラーニングルーム

ブースで区画されている一人用のスペース
がある。

図書室

リラックスして本を読めるクッションやハ
ンモック、他人の目を気にしなくてもよい
テントやハイバックのソファもある空間。

🔗🔗生活-01-02_一人にもなれる場所
図書室のテント

普通教室

２種類の生徒机や、パーテーションにもな
る可動式のミニホワイトボードなどを配置。
典型的な学校の普通教室から受ける印象に
近づけないために、オフィスのデザイン等
も参考にしながら家具を選定した。

生活-01 ＜心持ちにフィットする、学び心地・居心地の良い場所＞
生活-01-01_過ごしたい場所を選べる
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千葉県柏市立田中北小学校 | 職員室はL字の形をしており、執務エリア、打
ち合わせエリア、印刷機等の作業エリア、休憩エリアが仕切られることなく
ゆるやかにつながっている。休憩エリアは職員のコミュニケーションの場に
も、集中作業スペースにもなる。

生活-05 ＜教職員・多様な専門職が心地よく働ける環境＞
生活-05-03_教職員のくつろぎ空間

職員室内とゆるやかにつながる談話スペース

平面図

食事をとったり作業をしたりすることを想定し、
ソファではなく机と椅子を選択した

広島県福山市立想青学園 | 職員室の一角のエリアは、職員のコミュニケー
ションの場にも、集中して業務を行う場所にもなる。

写真

平面図

集中作業の場にもなる 流し・冷蔵庫・電子レンジ等もある

・職員室の一角のエリアは、コンパクトでありながら、二面がグラウンドに面した窓、一面が階段
室の吹き抜けに面しており、三面から光を取り込む明るい空間。

・流し・冷蔵庫・電子レンジ等と、カウンターと机と椅子があり、教職員のコミュニケーションの
場にも、集中業務スペースにもなる。

・学年会を行ったり、休憩時間に談笑したり、一緒に食事をとったりと、業務以外の面でも風通し
のよい職場づくりにつながっている。

光庭横の打ち合わせエリア
🔗🔗生活-05-01_目的に応じて場所を選べる職員室
一人で集中作業をする場所や、立ったまま打ち合わせできる場所

千葉県柏市立田中北小学校 | 職員室はL字の形をしており、執務エリア、打
ち合わせエリア、印刷機等の作業エリア、休憩エリアが仕切られることなく
ゆるやかにつながっている。休憩エリアは職員のコミュニケーションの場に
も、集中作業スペースにもなる。

生活-05 ＜教職員・多様な専門職が心地よく働ける環境＞
生活-05-03_教職員のくつろぎ空間

職員室内とゆるやかにつながる談話スペース

平面図

食事をとったり作業をしたりすることを想定し、
ソファではなく机と椅子を選択した

広島県福山市立想青学園 | 職員室の一角のエリアは、職員のコミュニケー
ションの場にも、集中して業務を行う場所にもなる。

写真

平面図

集中作業の場にもなる 流し・冷蔵庫・電子レンジ等もある

・職員室の一角のエリアは、コンパクトでありながら、二面がグラウンドに面した窓、一面が階段
室の吹き抜けに面しており、三面から光を取り込む明るい空間。

・流し・冷蔵庫・電子レンジ等と、カウンターと机と椅子があり、教職員のコミュニケーションの
場にも、集中業務スペースにもなる。

・学年会を行ったり、休憩時間に談笑したり、一緒に食事をとったりと、業務以外の面でも風通し
のよい職場づくりにつながっている。

光庭横の打ち合わせエリア
🔗🔗生活-05-01_目的に応じて場所を選べる職員室
一人で集中作業をする場所や、立ったまま打ち合わせできる場所
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千葉県柏市立田中北小学校 | 職員室はL字の形をしており、執務エリア、打
ち合わせエリア、印刷機等の作業エリア、休憩エリアが仕切られることなく
ゆるやかにつながっている。休憩エリアは職員のコミュニケーションの場に
も、集中作業スペースにもなる。

生活-05 ＜教職員・多様な専門職が心地よく働ける環境＞
生活-05-03_教職員のくつろぎ空間

職員室内とゆるやかにつながる談話スペース

平面図

食事をとったり作業をしたりすることを想定し、
ソファではなく机と椅子を選択した

広島県福山市立想青学園 | 職員室の一角のエリアは、職員のコミュニケー
ションの場にも、集中して業務を行う場所にもなる。

写真

平面図

集中作業の場にもなる 流し・冷蔵庫・電子レンジ等もある

・職員室の一角のエリアは、コンパクトでありながら、二面がグラウンドに面した窓、一面が階段
室の吹き抜けに面しており、三面から光を取り込む明るい空間。

・流し・冷蔵庫・電子レンジ等と、カウンターと机と椅子があり、教職員のコミュニケーションの
場にも、集中業務スペースにもなる。

・学年会を行ったり、休憩時間に談笑したり、一緒に食事をとったりと、業務以外の面でも風通し
のよい職場づくりにつながっている。

光庭横の打ち合わせエリア
🔗🔗生活-05-01_目的に応じて場所を選べる職員室
一人で集中作業をする場所や、立ったまま打ち合わせできる場所

千葉県柏市立田中北小学校 | 職員室はL字の形をしており、執務エリア、打
ち合わせエリア、印刷機等の作業エリア、休憩エリアが仕切られることなく
ゆるやかにつながっている。休憩エリアは職員のコミュニケーションの場に
も、集中作業スペースにもなる。

生活-05 ＜教職員・多様な専門職が心地よく働ける環境＞
生活-05-03_教職員のくつろぎ空間

職員室内とゆるやかにつながる談話スペース

平面図

食事をとったり作業をしたりすることを想定し、
ソファではなく机と椅子を選択した

広島県福山市立想青学園 | 職員室の一角のエリアは、職員のコミュニケー
ションの場にも、集中して業務を行う場所にもなる。

写真

平面図

集中作業の場にもなる 流し・冷蔵庫・電子レンジ等もある

・職員室の一角のエリアは、コンパクトでありながら、二面がグラウンドに面した窓、一面が階段
室の吹き抜けに面しており、三面から光を取り込む明るい空間。

・流し・冷蔵庫・電子レンジ等と、カウンターと机と椅子があり、教職員のコミュニケーションの
場にも、集中業務スペースにもなる。

・学年会を行ったり、休憩時間に談笑したり、一緒に食事をとったりと、業務以外の面でも風通し
のよい職場づくりにつながっている。

光庭横の打ち合わせエリア
🔗🔗生活-05-01_目的に応じて場所を選べる職員室
一人で集中作業をする場所や、立ったまま打ち合わせできる場所
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学び-01 ＜子どもたちが活動空間を広げていく普通教室＞
学び-01-02_扉や壁を取り払う

学年担任制を助ける普通教室間の扉を設置
千葉県柏市立土小学校 | 大規模改修（⾧寿命化改修）時に、隣り合った二つ
の普通教室の間の壁部分に扉を設けた。一学年二学級を二名の担任がペアに
なって担当しており、扉を開けて二つのクラスの行き来がしやすい。

実現プロセス：
学年担任制に適した改修
・土小学校では、学年担任制（二名の教員が、一学年二学級の担任を共同して務める）を採用
している。

・大規模改修時に、学年担任制の運用を円滑にするために、二つの教室の間に扉を設置した。
・扉があることで、担任が両方の教室を行き来することができ、同学年の学級の様子を相互に
窺いやすくなることから、学年担任二名の連携がとりやすくなる。

隣り合った２つの普通教室の間の扉を担任が行き来する様子

扉を開けた様子

学び-01 ＜子どもたちが活動空間を広げていく普通教室＞
学び-01-02_扉や壁を取り払う

学年担任制を助ける普通教室間の扉を設置
千葉県柏市立土小学校 | 大規模改修（⾧寿命化改修）時に、隣り合った二つ
の普通教室の間の壁部分に扉を設けた。一学年二学級を二名の担任がペアに
なって担当しており、扉を開けて二つのクラスの行き来がしやすい。

実現プロセス：
学年担任制に適した改修
・土小学校では、学年担任制（二名の教員が、一学年二学級の担任を共同して務める）を採用
している。

・大規模改修時に、学年担任制の運用を円滑にするために、二つの教室の間に扉を設置した。
・扉があることで、担任が両方の教室を行き来することができ、同学年の学級の様子を相互に
窺いやすくなることから、学年担任二名の連携がとりやすくなる。

隣り合った２つの普通教室の間の扉を担任が行き来する様子

扉を開けた様子
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学び-01 ＜子どもたちが活動空間を広げていく普通教室＞
学び-01-02_扉や壁を取り払う

学年担任制を助ける普通教室間の扉を設置
千葉県柏市立土小学校 | 大規模改修（⾧寿命化改修）時に、隣り合った二つ
の普通教室の間の壁部分に扉を設けた。一学年二学級を二名の担任がペアに
なって担当しており、扉を開けて二つのクラスの行き来がしやすい。

実現プロセス：
学年担任制に適した改修
・土小学校では、学年担任制（二名の教員が、一学年二学級の担任を共同して務める）を採用
している。

・大規模改修時に、学年担任制の運用を円滑にするために、二つの教室の間に扉を設置した。
・扉があることで、担任が両方の教室を行き来することができ、同学年の学級の様子を相互に
窺いやすくなることから、学年担任二名の連携がとりやすくなる。

隣り合った２つの普通教室の間の扉を担任が行き来する様子

扉を開けた様子

学び-01 ＜子どもたちが活動空間を広げていく普通教室＞
学び-01-02_扉や壁を取り払う

学年担任制を助ける普通教室間の扉を設置
千葉県柏市立土小学校 | 大規模改修（⾧寿命化改修）時に、隣り合った二つ
の普通教室の間の壁部分に扉を設けた。一学年二学級を二名の担任がペアに
なって担当しており、扉を開けて二つのクラスの行き来がしやすい。

実現プロセス：
学年担任制に適した改修
・土小学校では、学年担任制（二名の教員が、一学年二学級の担任を共同して務める）を採用
している。

・大規模改修時に、学年担任制の運用を円滑にするために、二つの教室の間に扉を設置した。
・扉があることで、担任が両方の教室を行き来することができ、同学年の学級の様子を相互に
窺いやすくなることから、学年担任二名の連携がとりやすくなる。

隣り合った２つの普通教室の間の扉を担任が行き来する様子

扉を開けた様子
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隣り合った２つの普通教室の間の扉

教室前面のホワイトボード

教室前面のホワイトボード

廊下との間の引き戸の教室側の面が
ホワイトボード

教室背面のホワイトボード



学び-01 ＜子どもたちが活動空間を広げていく普通教室＞
学び-01-02_扉や壁を取り払う

普通教室とつながるオープンスペース
広島県府中市立府中学園 | 教室の前のオープンスペースには、教員コーナー、
グループ学習や個別対応の際に役に立つスペースもある。

千葉県千葉市立美浜打瀬小学校 | 教室とワークスペースの空間を一体的につ
なげたり、その間をランドセルロッカーで分節する。

中・高学年用のユニットのオープンスペース

集会の場にもなる

🔗🔗生活-05-01_目的に応じて場所を選べる職員室 教室近くでも教員同士の打ち合わせが可能

家具で教室とワークスペースの間を仕切っている様子

教室を対面配置している場合、家具や遮音壁で仕切っている

🔗🔗🔗🔗共創-02-02_教職員との対話 教職員と研究者の対話を通じたワークスペースの改造

学び-01 ＜子どもたちが活動空間を広げていく普通教室＞
学び-01-02_扉や壁を取り払う

普通教室とつながるオープンスペース
広島県府中市立府中学園 | 教室の前のオープンスペースには、教員コーナー、
グループ学習や個別対応の際に役に立つスペースもある。

千葉県千葉市立美浜打瀬小学校 | 教室とワークスペースの空間を一体的につ
なげたり、その間をランドセルロッカーで分節する。

中・高学年用のユニットのオープンスペース

集会の場にもなる

🔗🔗生活-05-01_目的に応じて場所を選べる職員室 教室近くでも教員同士の打ち合わせが可能

家具で教室とワークスペースの間を仕切っている様子

教室を対面配置している場合、家具や遮音壁で仕切っている

🔗🔗🔗🔗共創-02-02_教職員との対話 教職員と研究者の対話を通じたワークスペースの改造
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学び-01 ＜子どもたちが活動空間を広げていく普通教室＞
学び-01-02_扉や壁を取り払う

普通教室とつながるオープンスペース
広島県府中市立府中学園 | 教室の前のオープンスペースには、教員コーナー、
グループ学習や個別対応の際に役に立つスペースもある。

千葉県千葉市立美浜打瀬小学校 | 教室とワークスペースの空間を一体的につ
なげたり、その間をランドセルロッカーで分節する。

中・高学年用のユニットのオープンスペース

集会の場にもなる

🔗🔗生活-05-01_目的に応じて場所を選べる職員室 教室近くでも教員同士の打ち合わせが可能

家具で教室とワークスペースの間を仕切っている様子

教室を対面配置している場合、家具や遮音壁で仕切っている

🔗🔗🔗🔗共創-02-02_教職員との対話 教職員と研究者の対話を通じたワークスペースの改造

学び-01 ＜子どもたちが活動空間を広げていく普通教室＞
学び-01-02_扉や壁を取り払う

普通教室とつながるオープンスペース
広島県府中市立府中学園 | 教室の前のオープンスペースには、教員コーナー、
グループ学習や個別対応の際に役に立つスペースもある。

千葉県千葉市立美浜打瀬小学校 | 教室とワークスペースの空間を一体的につ
なげたり、その間をランドセルロッカーで分節する。

中・高学年用のユニットのオープンスペース

集会の場にもなる

🔗🔗生活-05-01_目的に応じて場所を選べる職員室 教室近くでも教員同士の打ち合わせが可能

家具で教室とワークスペースの間を仕切っている様子

教室を対面配置している場合、家具や遮音壁で仕切っている

🔗🔗🔗🔗共創-02-02_教職員との対話 教職員と研究者の対話を通じたワークスペースの改造
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学び-02 ＜学び方をアップデートできる特別教室＞
学び-02-01_ICTを活かす特別教室

壁一面に複数の画面を映す、書く
東京学芸大学附属竹早小学校 | 教室前面の大画面を活用して、教材や児童の
課題への取組状況を投影することが可能。

クイズ形式の発問を大画面で共有

実現プロセス：
設備をフル活用した授業
・この写真の授業では、前半は、児童は１人１台端末を使って、教員の出題した問について、
隣の席の児童と協力しながら回答している。後半は、左側の画面だけ投影して、右側はホワ
イトボードのまま、教員が板書をしながら授業を展開していた。児童全員の作業状況を映し
出すことで、作業しながら他の児童の作品をのぞきに来るような動きが生まれることを意図
していた。

大画面を生かして授業の魅力を高める
（教員の実感）
・主体的な学びの深まり、求心力が高まる。
・ダイナミックな教材提示から子どもの関心、意欲が高まる。
・大型スクリーンに投影された友達の考え、教材などを皆で共に見合う（共視）意欲が高まる。
・フレキシブルに学習空間をつくりかえることができる。
・高音質、高画質の映像を提供することができる。
・複数の画面を提示することで比較を通した協働的な学びにつなげていくことができる。
・ICTに特化した教室が一室あることで、ICTを活用した授業実践を行う教員が増加した。

全児童の作業した内容がリアルタイムで投影され、
他者の作品を自身の参考にすることができる

自身の作品を大画面投影して発表する様子

🔗🔗共創-03-03_ICTで世界とつながる デジタルとアナログの融合をかなえる特別な部屋

小学校の一室をリニューアルして、壁一面を埋め尽くす巨大スクリーン（ホワイトボードを兼
ねる）・大型プロジェクター２台・マイク・スピーカーを配置した部屋。左右２台のプロジェ
クターは、それぞれに別の内容を投影することも、２台使用して全体で大きな映像を映し出す
こともできる。

家具をアレンジすることで、様々な集団や個別の学習を可能にする

ポイント：マルチな画面、教室構成
この事例では、壁一面のホワイトボードをマルチスクリーンとして活用できることがあげられ

る。８つまで別の画面を写すことも可能であり、画面を写しながら板書をすること、映像の上に
板書することも可能である。直感的に操作できるスイッチャーとソフトが入っているため、画面
の切り替えもスムーズに行える。また、机や椅子が可動、スタッキングできるものであるため教
室空間もマルチに変更することができる。

学び-02 ＜学び方をアップデートできる特別教室＞
学び-02-01_ICTを活かす特別教室

壁一面に複数の画面を映す、書く
東京学芸大学附属竹早小学校 | 教室前面の大画面を活用して、教材や児童の
課題への取組状況を投影することが可能。

クイズ形式の発問を大画面で共有

実現プロセス：
設備をフル活用した授業
・この写真の授業では、前半は、児童は１人１台端末を使って、教員の出題した問について、
隣の席の児童と協力しながら回答している。後半は、左側の画面だけ投影して、右側はホワ
イトボードのまま、教員が板書をしながら授業を展開していた。児童全員の作業状況を映し
出すことで、作業しながら他の児童の作品をのぞきに来るような動きが生まれることを意図
していた。

大画面を生かして授業の魅力を高める
（教員の実感）
・主体的な学びの深まり、求心力が高まる。
・ダイナミックな教材提示から子どもの関心、意欲が高まる。
・大型スクリーンに投影された友達の考え、教材などを皆で共に見合う（共視）意欲が高まる。
・フレキシブルに学習空間をつくりかえることができる。
・高音質、高画質の映像を提供することができる。
・複数の画面を提示することで比較を通した協働的な学びにつなげていくことができる。
・ICTに特化した教室が一室あることで、ICTを活用した授業実践を行う教員が増加した。

全児童の作業した内容がリアルタイムで投影され、
他者の作品を自身の参考にすることができる

自身の作品を大画面投影して発表する様子

🔗🔗共創-03-03_ICTで世界とつながる デジタルとアナログの融合をかなえる特別な部屋

小学校の一室をリニューアルして、壁一面を埋め尽くす巨大スクリーン（ホワイトボードを兼
ねる）・大型プロジェクター２台・マイク・スピーカーを配置した部屋。左右２台のプロジェ
クターは、それぞれに別の内容を投影することも、２台使用して全体で大きな映像を映し出す
こともできる。

家具をアレンジすることで、様々な集団や個別の学習を可能にする

ポイント：マルチな画面、教室構成
この事例では、壁一面のホワイトボードをマルチスクリーンとして活用できることがあげられ

る。８つまで別の画面を写すことも可能であり、画面を写しながら板書をすること、映像の上に
板書することも可能である。直感的に操作できるスイッチャーとソフトが入っているため、画面
の切り替えもスムーズに行える。また、机や椅子が可動、スタッキングできるものであるため教
室空間もマルチに変更することができる。
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学び-02 ＜学び方をアップデートできる特別教室＞
学び-02-01_ICTを活かす特別教室

壁一面に複数の画面を映す、書く
東京学芸大学附属竹早小学校 | 教室前面の大画面を活用して、教材や児童の
課題への取組状況を投影することが可能。

クイズ形式の発問を大画面で共有

実現プロセス：
設備をフル活用した授業
・この写真の授業では、前半は、児童は１人１台端末を使って、教員の出題した問について、
隣の席の児童と協力しながら回答している。後半は、左側の画面だけ投影して、右側はホワ
イトボードのまま、教員が板書をしながら授業を展開していた。児童全員の作業状況を映し
出すことで、作業しながら他の児童の作品をのぞきに来るような動きが生まれることを意図
していた。

大画面を生かして授業の魅力を高める
（教員の実感）
・主体的な学びの深まり、求心力が高まる。
・ダイナミックな教材提示から子どもの関心、意欲が高まる。
・大型スクリーンに投影された友達の考え、教材などを皆で共に見合う（共視）意欲が高まる。
・フレキシブルに学習空間をつくりかえることができる。
・高音質、高画質の映像を提供することができる。
・複数の画面を提示することで比較を通した協働的な学びにつなげていくことができる。
・ICTに特化した教室が一室あることで、ICTを活用した授業実践を行う教員が増加した。

全児童の作業した内容がリアルタイムで投影され、
他者の作品を自身の参考にすることができる

自身の作品を大画面投影して発表する様子

🔗🔗共創-03-03_ICTで世界とつながる デジタルとアナログの融合をかなえる特別な部屋

小学校の一室をリニューアルして、壁一面を埋め尽くす巨大スクリーン（ホワイトボードを兼
ねる）・大型プロジェクター２台・マイク・スピーカーを配置した部屋。左右２台のプロジェ
クターは、それぞれに別の内容を投影することも、２台使用して全体で大きな映像を映し出す
こともできる。

家具をアレンジすることで、様々な集団や個別の学習を可能にする

ポイント：マルチな画面、教室構成
この事例では、壁一面のホワイトボードをマルチスクリーンとして活用できることがあげられ

る。８つまで別の画面を写すことも可能であり、画面を写しながら板書をすること、映像の上に
板書することも可能である。直感的に操作できるスイッチャーとソフトが入っているため、画面
の切り替えもスムーズに行える。また、机や椅子が可動、スタッキングできるものであるため教
室空間もマルチに変更することができる。

学び-02 ＜学び方をアップデートできる特別教室＞
学び-02-01_ICTを活かす特別教室

壁一面に複数の画面を映す、書く
東京学芸大学附属竹早小学校 | 教室前面の大画面を活用して、教材や児童の
課題への取組状況を投影することが可能。

クイズ形式の発問を大画面で共有

実現プロセス：
設備をフル活用した授業
・この写真の授業では、前半は、児童は１人１台端末を使って、教員の出題した問について、
隣の席の児童と協力しながら回答している。後半は、左側の画面だけ投影して、右側はホワ
イトボードのまま、教員が板書をしながら授業を展開していた。児童全員の作業状況を映し
出すことで、作業しながら他の児童の作品をのぞきに来るような動きが生まれることを意図
していた。

大画面を生かして授業の魅力を高める
（教員の実感）
・主体的な学びの深まり、求心力が高まる。
・ダイナミックな教材提示から子どもの関心、意欲が高まる。
・大型スクリーンに投影された友達の考え、教材などを皆で共に見合う（共視）意欲が高まる。
・フレキシブルに学習空間をつくりかえることができる。
・高音質、高画質の映像を提供することができる。
・複数の画面を提示することで比較を通した協働的な学びにつなげていくことができる。
・ICTに特化した教室が一室あることで、ICTを活用した授業実践を行う教員が増加した。

全児童の作業した内容がリアルタイムで投影され、
他者の作品を自身の参考にすることができる

自身の作品を大画面投影して発表する様子

🔗🔗共創-03-03_ICTで世界とつながる デジタルとアナログの融合をかなえる特別な部屋

小学校の一室をリニューアルして、壁一面を埋め尽くす巨大スクリーン（ホワイトボードを兼
ねる）・大型プロジェクター２台・マイク・スピーカーを配置した部屋。左右２台のプロジェ
クターは、それぞれに別の内容を投影することも、２台使用して全体で大きな映像を映し出す
こともできる。

家具をアレンジすることで、様々な集団や個別の学習を可能にする

ポイント：マルチな画面、教室構成
この事例では、壁一面のホワイトボードをマルチスクリーンとして活用できることがあげられ

る。８つまで別の画面を写すことも可能であり、画面を写しながら板書をすること、映像の上に
板書することも可能である。直感的に操作できるスイッチャーとソフトが入っているため、画面
の切り替えもスムーズに行える。また、机や椅子が可動、スタッキングできるものであるため教
室空間もマルチに変更することができる。
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環境-01 ＜校舎の環境性能を教育に関連付けて活用＞
環境-01-03_自然共生

郷土種の植栽が周囲に溶け込む
岩手県釜石市立唐丹小学校・唐丹中学校 | 斜面に建つ校舎が周囲の山林にな
じむような風景づくりを目指した植栽計画。

東日本大震災の津波から免れた旧中学校の敷地内に、小学校・中学校・児童館を集約した。建
築可能範囲は裏山の急傾斜地（最大高低差34m）に限られていた。斜面に建つ校舎が周囲の山
林になじむよう、植生回復に向けた植栽を行った。

周囲の山林になじむ校舎

季節感をもたらす地域植栽の復元
・校舎外周の法面は周囲の山林に溶け込むよ
うな斜面林とすることを目標とし、できる
限り切土量が抑えられるよう、土木と建築
をすり合わせながら設計を行った。

・校舎や運動場の周りは、学校生活が季節の
移ろいとともに記憶に残るような風景づく
りを目指した。旧街道沿いの集落で、その
名残ある町並みの中に庭の老木や桜の大木
が垣間見える。そうした地域景観と調和し、
なおかつ季節感をもたらすような樹種、配
植を意図した。

・植生回復に向けた植栽については、地元の
樹木生産者へのヒアリングや周辺環境調査
の結果に基づき樹種を選定し、工事期間中
に種子の採取・育苗を行った。

中学校の理科の授業における植栽の活用
・植物の観察の授業において、植栽を活用し
ている（ユリの花の茎：維管束の観察、松
ぼっくり：裸子植物の観察、タンポポ：根
のつくりの観察）。

実現プロセス：
子どもたちは山を使いこなしながら学ぶ
・東日本大震災で被災した学校を集落の中で
復興させたいという地域の想いもあり、地
域の風土や集落と一体となり、美しい風景
を引き継ぐような復興の在り方を検討した。

・建設に当たっては大規模な造成工事を伴っ
たが、斜面を障害とするのではなく、山全
体を使いこなしてのびのびと学びや遊びが
展開するような学校の姿を追い求めた。そ
の結果、分棟とした２階建ての校舎を配置
し、その外部環境としての植栽を工夫した。

将来的な斜面林の形成を促すため、
高木の苗木を植えた

教室の窓からも植栽が見える

分棟の校舎をつなぐ道

在来種の野草が草土手に咲いている
風景をイメージ

環境-01 ＜校舎の環境性能を教育に関連付けて活用＞
環境-01-03_自然共生

郷土種の植栽が周囲に溶け込む
岩手県釜石市立唐丹小学校・唐丹中学校 | 斜面に建つ校舎が周囲の山林にな
じむような風景づくりを目指した植栽計画。

東日本大震災の津波から免れた旧中学校の敷地内に、小学校・中学校・児童館を集約した。建
築可能範囲は裏山の急傾斜地（最大高低差34m）に限られていた。斜面に建つ校舎が周囲の山
林になじむよう、植生回復に向けた植栽を行った。

周囲の山林になじむ校舎

季節感をもたらす地域植栽の復元
・校舎外周の法面は周囲の山林に溶け込むよ
うな斜面林とすることを目標とし、できる
限り切土量が抑えられるよう、土木と建築
をすり合わせながら設計を行った。

・校舎や運動場の周りは、学校生活が季節の
移ろいとともに記憶に残るような風景づく
りを目指した。旧街道沿いの集落で、その
名残ある町並みの中に庭の老木や桜の大木
が垣間見える。そうした地域景観と調和し、
なおかつ季節感をもたらすような樹種、配
植を意図した。

・植生回復に向けた植栽については、地元の
樹木生産者へのヒアリングや周辺環境調査
の結果に基づき樹種を選定し、工事期間中
に種子の採取・育苗を行った。

中学校の理科の授業における植栽の活用
・植物の観察の授業において、植栽を活用し
ている（ユリの花の茎：維管束の観察、松
ぼっくり：裸子植物の観察、タンポポ：根
のつくりの観察）。

実現プロセス：
子どもたちは山を使いこなしながら学ぶ
・東日本大震災で被災した学校を集落の中で
復興させたいという地域の想いもあり、地
域の風土や集落と一体となり、美しい風景
を引き継ぐような復興の在り方を検討した。

・建設に当たっては大規模な造成工事を伴っ
たが、斜面を障害とするのではなく、山全
体を使いこなしてのびのびと学びや遊びが
展開するような学校の姿を追い求めた。そ
の結果、分棟とした２階建ての校舎を配置
し、その外部環境としての植栽を工夫した。

将来的な斜面林の形成を促すため、
高木の苗木を植えた

教室の窓からも植栽が見える

分棟の校舎をつなぐ道

在来種の野草が草土手に咲いている
風景をイメージ
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環境-01 ＜校舎の環境性能を教育に関連付けて活用＞
環境-01-03_自然共生

郷土種の植栽が周囲に溶け込む
岩手県釜石市立唐丹小学校・唐丹中学校 | 斜面に建つ校舎が周囲の山林にな
じむような風景づくりを目指した植栽計画。

東日本大震災の津波から免れた旧中学校の敷地内に、小学校・中学校・児童館を集約した。建
築可能範囲は裏山の急傾斜地（最大高低差34m）に限られていた。斜面に建つ校舎が周囲の山
林になじむよう、植生回復に向けた植栽を行った。

周囲の山林になじむ校舎

季節感をもたらす地域植栽の復元
・校舎外周の法面は周囲の山林に溶け込むよ
うな斜面林とすることを目標とし、できる
限り切土量が抑えられるよう、土木と建築
をすり合わせながら設計を行った。

・校舎や運動場の周りは、学校生活が季節の
移ろいとともに記憶に残るような風景づく
りを目指した。旧街道沿いの集落で、その
名残ある町並みの中に庭の老木や桜の大木
が垣間見える。そうした地域景観と調和し、
なおかつ季節感をもたらすような樹種、配
植を意図した。

・植生回復に向けた植栽については、地元の
樹木生産者へのヒアリングや周辺環境調査
の結果に基づき樹種を選定し、工事期間中
に種子の採取・育苗を行った。

中学校の理科の授業における植栽の活用
・植物の観察の授業において、植栽を活用し
ている（ユリの花の茎：維管束の観察、松
ぼっくり：裸子植物の観察、タンポポ：根
のつくりの観察）。

実現プロセス：
子どもたちは山を使いこなしながら学ぶ
・東日本大震災で被災した学校を集落の中で
復興させたいという地域の想いもあり、地
域の風土や集落と一体となり、美しい風景
を引き継ぐような復興の在り方を検討した。

・建設に当たっては大規模な造成工事を伴っ
たが、斜面を障害とするのではなく、山全
体を使いこなしてのびのびと学びや遊びが
展開するような学校の姿を追い求めた。そ
の結果、分棟とした２階建ての校舎を配置
し、その外部環境としての植栽を工夫した。

将来的な斜面林の形成を促すため、
高木の苗木を植えた

教室の窓からも植栽が見える

分棟の校舎をつなぐ道

在来種の野草が草土手に咲いている
風景をイメージ

環境-01 ＜校舎の環境性能を教育に関連付けて活用＞
環境-01-03_自然共生

郷土種の植栽が周囲に溶け込む
岩手県釜石市立唐丹小学校・唐丹中学校 | 斜面に建つ校舎が周囲の山林にな
じむような風景づくりを目指した植栽計画。

東日本大震災の津波から免れた旧中学校の敷地内に、小学校・中学校・児童館を集約した。建
築可能範囲は裏山の急傾斜地（最大高低差34m）に限られていた。斜面に建つ校舎が周囲の山
林になじむよう、植生回復に向けた植栽を行った。

周囲の山林になじむ校舎

季節感をもたらす地域植栽の復元
・校舎外周の法面は周囲の山林に溶け込むよ
うな斜面林とすることを目標とし、できる
限り切土量が抑えられるよう、土木と建築
をすり合わせながら設計を行った。

・校舎や運動場の周りは、学校生活が季節の
移ろいとともに記憶に残るような風景づく
りを目指した。旧街道沿いの集落で、その
名残ある町並みの中に庭の老木や桜の大木
が垣間見える。そうした地域景観と調和し、
なおかつ季節感をもたらすような樹種、配
植を意図した。

・植生回復に向けた植栽については、地元の
樹木生産者へのヒアリングや周辺環境調査
の結果に基づき樹種を選定し、工事期間中
に種子の採取・育苗を行った。

中学校の理科の授業における植栽の活用
・植物の観察の授業において、植栽を活用し
ている（ユリの花の茎：維管束の観察、松
ぼっくり：裸子植物の観察、タンポポ：根
のつくりの観察）。

実現プロセス：
子どもたちは山を使いこなしながら学ぶ
・東日本大震災で被災した学校を集落の中で
復興させたいという地域の想いもあり、地
域の風土や集落と一体となり、美しい風景
を引き継ぐような復興の在り方を検討した。

・建設に当たっては大規模な造成工事を伴っ
たが、斜面を障害とするのではなく、山全
体を使いこなしてのびのびと学びや遊びが
展開するような学校の姿を追い求めた。そ
の結果、分棟とした２階建ての校舎を配置
し、その外部環境としての植栽を工夫した。

将来的な斜面林の形成を促すため、
高木の苗木を植えた

教室の窓からも植栽が見える

分棟の校舎をつなぐ道

在来種の野草が草土手に咲いている
風景をイメージ
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環境-03 ＜良好な室内環境＞
環境-03-03_光環境

日除け、自然採光
滋賀県守山市立守山中学校 | 直射日光を遮り、穏やかな光を教室へ取り入れ
る庇、水平ルーバーや両面採光など、気候風土に合わせて自然エネルギーを
活かす技術を取り入れている。

屋根の隙間やトップライトから光が入るラウンジ

宮城県東松島市立宮野森小学校 | 教室は森に臨む北側配置とし、目の前の樹
木が反射する光が教室を明るく照らしている。また、ハイサイドライトから
は太陽光が差し込み、冬も暖かい空間となっている。

教室棟
特別教室棟

屋内運動場

図書棟

管理棟

全体配置図

北側の森に面した教室

ハイサイドライト

直射日光を遮る大型水平ルーバー 🔗🔗🔗🔗環境-03-01_熱環境 風を取り込む

夏至・冬至の太陽高度を考慮した、直射日光を遮り穏
やかな光を教室へ取り入れる庇、水平ルーバーや両面
採光など、気候風土に合わせて自然エネルギーを活か
す技術を取り入れている。

🔗🔗🔗🔗生活-04-01_自然の力も取り入れた明るい空間 自然光で明るい学校にする

環境-03 ＜良好な室内環境＞
環境-03-03_光環境

日除け、自然採光
滋賀県守山市立守山中学校 | 直射日光を遮り、穏やかな光を教室へ取り入れ
る庇、水平ルーバーや両面採光など、気候風土に合わせて自然エネルギーを
活かす技術を取り入れている。

屋根の隙間やトップライトから光が入るラウンジ

宮城県東松島市立宮野森小学校 | 教室は森に臨む北側配置とし、目の前の樹
木が反射する光が教室を明るく照らしている。また、ハイサイドライトから
は太陽光が差し込み、冬も暖かい空間となっている。

教室棟
特別教室棟

屋内運動場

図書棟

管理棟

全体配置図

北側の森に面した教室

ハイサイドライト

直射日光を遮る大型水平ルーバー 🔗🔗🔗🔗環境-03-01_熱環境 風を取り込む

夏至・冬至の太陽高度を考慮した、直射日光を遮り穏
やかな光を教室へ取り入れる庇、水平ルーバーや両面
採光など、気候風土に合わせて自然エネルギーを活か
す技術を取り入れている。

🔗🔗🔗🔗生活-04-01_自然の力も取り入れた明るい空間 自然光で明るい学校にする
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資料 

 

小・中学生アンケート 

（様式）



子どもの学校環境に関するアンケート（小学生用） 

問１　あなたの学年を教えてください。 
がくねん おし

　　１．□　４年生　　２．□　５年生　　３．□　６年生 

 

問２　あなたの学校を教えてください。 
がっこう おし

　　１.□　伊根小学校　　２.□　本 庄小学校 
い ね しょうがっこう ほんじょうしょうがっこう

 

問３　あなたが小学校での学 習や活動をするとき、大切にしていることを３
しょうがっこう がくしゅう かつどう たいせつ

つ選んでください。 
えら

　１.□　田植え、稲刈り、芋ほりなどの農 業の学 習は大切である。 
た う え い ね か り いも のうぎょう がくしゅう たいせつ

　２.□　定置網体験・見学などの漁 業の学 習は大切である。 
ていちあみたいけん けんがく ぎょぎょう がくしゅう たいせつ

　３.□　伊根町の歴史や文化についての学 習は大切である。 
いねちょう れ き し ぶ ん か がくしゅう たいせつ

　４.□　伊根町の観光業や産 業についての学 習は大切である。 
いねちょう かんこうぎょう さんぎょう がくしゅう たいせつ

　５.□　地域・保護者の方々から学ぶ・交 流することは大切である。 
ち い き ほ ご し ゃ かたがた まな こうりゅう たいせつ

　６.□　小学生・中学生と一緒に活動する学 習は大切である。 
しょうがくせい ちゅうがくせい いっしょ かつどう がくしゅう たいせつ

　７.□　伊根小学校／本 庄小学校と交 流することは大切である。 
い ね しょうがっこう ほんじょうしょうがっこう こうりゅう たいせつ

　８.□　保育園／保育所と交 流することは大切である。 
ほ い くえん ほいくしょ こうりゅう たいせつ

　９.□　伊根町以外の方々(観光に来た方も含む)へ、インタビューなどの聞き
いねちょう い が い かたがた かんこう き かた ふく き

取り調査をする学 習は大切である。 
と ちょうさ がくしゅう たいせつ

　10.□　伊根町以外の方々(観光に来た方も含む)へ、伊根町ＰＲなどの発信
いねちょう い が い かたがた かんこう き かた ふ く む いねちょう はっしん

活動は大切である。 
かつどう たいせつ

 

●問４から問６の質問は自分の 考 えと近い項目を回答してください。 
とい とい しつもん じ ぶ ん かんが ちか こうもく かいとう

問４　あなたは徒歩で通学することは体 力づくり面から大切なことだと思い
と ほ つうがく たいりょく めん たいせつ おも

ますか。 

１.□　そう思う　　　２.□　ややそう思う　３.□　あまりそう思わない 

　４.□　そう思わない　５.□　わからない 

 

問５　あなたは毎日、他学年と同じ教 室で学 習しても気にはならない。 
まいにち た がくねん お な じきょうしつ がくしゅう き

１.□　そう思う　　　２.□　ややそう思う　３.□　あまりそう思わない 

　４.□　そう思わない　５.□　わからない 

 

問６　あなたは男子１人と女子数人、または女子１人と男子数人の学級で学習

しても気にはならない。 

１.□　そう思う　　　２.□　ややそう思う　３.□　あまりそう思わない 

　４.□　そう思わない　５.□　わからない 

 

●問７から問 16 の質問は、あなたの思いを書いてください。特になければ書か
しつもん とく

なくてもいいです。 

問７　小学校で学 習や活動をしている内容で続けてほしいことはなんですか。 
がくしゅう かつどう ないよう つづ

  

 



問８　それはどうしてですか。 

 

問９　小学校で学 習や活動をしている内容で無くしてほしいことや変えてほ
がくしゅう かつどう ないよう な か

しいことはなんですか。 

 

問 10　それはどうしてですか。 

 

問 11　小学校で学 習や活動をしている内容で 新 しくいれてほしいことはなん
がくしゅう かつどう ないよう あたら

ですか。 

 

問 12　それはどうしてですか。 

 

問 13　小学校の建物・設備で直してほしいものはなんですか。 
たてもの せ つ び なお

 

問 14　それはどうしてですか。 

 

問 15　小学校の建物に 新 しくいれてほしいものはなんですか。 
たてもの あたら

 

問 16　それはどうしてですか。 

 

アンケートへの協力ありがとうございました。

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 



子どもの学校環境に関するアンケート（中学生用） 

 

問１　あなたの学年を教えてください。 

　　１．□　１年生　　２．□　２年生　　３．□　３年生 

 

問２　あなたの小学校区はどこですか。 

　　１．□　伊根小学校　　２．□　本庄小学校 

 

問３　あなたが小学校での学習や活動を思い出してください。以下の中から大

切にしていたことを３つ選んでください。 

　１.□　田植え、稲刈り、芋ほりなどの農業の学習は大切である。 

　２.□　定置網体験・見学などの漁業の学習は大切である。 

　３.□　伊根町の歴史や文化についての学習は大切である。 

　４.□　伊根町の観光業や産業についての学習は大切である。 

　５.□　地域・保護者の方々から学ぶ・交流することは大切である。 

　６.□　小学生・中学生と一緒に活動する学習は大切である。 

　７.□　伊根小学校／本庄小学校と交流することは大切である。 

　８.□　保育園／保育所と交流することは大切である。 

　９.□　伊根町以外の方々(観光に来た方も含む)へ、インタビューなどの聞き

取り調査をする学習は大切である。 

　10.□　伊根町以外の方々(観光に来た方も含む)へ、伊根町ＰＲなどの発信活

動は大切である。 

 

●問４から問６の質問は自分の考えと近い項目を回答してください。 

 

問４　あなたは徒歩で通学することは体力づくり面から大切なことだと思いま

すか。 

１.□　そう思う　　　２.□　ややそう思う　３.□　あまりそう思わない 

　４.□　そう思わない　５.□　わからない 

 

問５　あなたは毎日、他学年と同じ教室で学習しても気にはならない。 

１.□　そう思う　　　２.□　ややそう思う　３.□　あまりそう思わない 

　４.□　そう思わない　５.□　わからない 

 

問６　あなたは男子１人と女子数人、または女子１人と男子数人の学級で学習

しても気にはならない。 

１.□　そう思う　　　２.□　ややそう思う　３.□　あまりそう思わない 

　４.□　そう思わない　５.□　わからない 

 

●問７から問 16 の質問は、あなたの思いを書いてください。特になければ書か

なくてもいいです。 

問７　小学校で学習や活動をしていた内容で続けてほしいことはなんですか。 

 

 

 

  

 



問８　それはどうしてですか。 

 

問９　小学校で学習や活動をしていた内容で無くしてほしいことや変えてほし

いことはなんですか。 

 

問 10　それはどうしてですか。 

 

問 11　小学校で学習や活動をしていた内容で新しくいれてほしいことはなんで

すか。 

 

問 12　それはどうしてですか。 

 

問 13　小学校の建物・設備で直してほしいものはなんですか。 

 

問 14　それはどうしてですか。 

 

問 15　小学校の建物に新しくいれてほしいものはなんですか。 

 

問 16　それはどうしてですか。 

 

アンケートへの協力ありがとうございました。

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

 


